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はじめに
男性らしさ、女性らしさといった言葉はもはや死語と

なりつつある。これは、男女の役割回定の否定といった

ジェンダ一意識の定着の結果として認識する必要があろ

う。同時にこのことは、ジェンダー教育の大きな可能性

をも示唆するものである。

「らしさ」といった社会的文脈に位置づく問題が、教

育の結果、変化・解消するといった点については十分に

理解できるところである。一方で、男女の生理的身体的

特徴、今回のわれわれの研究的関心に関連して言えば、

男女の戸の高さの問題については、本来、そこには変え

ることのむずかしい特徴が第一義には存在する。つまり、

男声、女声の特徴がそれである。

しかし、本来急には変わることのない男声、女声の芦

の高さが変化しているという。かなり前になるが、服部

公ーがこうした声の変化について、子どもの声をとりあ

げ言及したことがある。後に述べるように、服部の指摘

は、子どもの声が低くなっているというものであり、そ

の背景のひとつに女性の声が低くなっていることがあげ

られている。

こうした服部の指摘を待つまでもなく、私たちの経験

的な理解に照らしでも、どくに歌声土いう点で考えれば、

たしかに女声は低く、男声は高くなっていると感じる場

面は多い。たとえば戦後直後から60年代はじめの歌謡曲

と比較して考えれば、今の男声は高く、女声は低くなっ

てきているような印象を免れ得ない。

言うまでもないが、こうした現象は自然現象とは考え

にくい。歌を享受する側の噌好が何らかの形で変わった

結果として考えざるをえないのである。ということは、

とのととの背景に、何らかの社会的要因を想定せざるを
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得ないことになる。つまり、生理的身体的特徴に関しで

も、そこに社会的要因とのかかわりを否定できなくなる

ということなのである。

男声は高く、女声は低くといった現象は、粗く言えば

「声のユニセックス化j ということができょう。本論で

は、この現象を読み解きつつ、それが音楽教育にどのよ

うな影響を及ぼすかについて仮説を提起することとした。

1 .男声・女声に関する服部の提起

今から15年程前、服部公ーによって『子どもの芦が低

くなる！現代ニッポン音楽事情』（1999 年）が刊行された。

服部はその著書の中で次のように述べている。

「今でもそうであるが、幼児の声といえば高い軽やか

な、文字通りかわいい声の代表だったが、このごろは幼

児だてらに低音の魅力というのが耳につくのである。し

たがって、幼児の音域に合わせて作った、童謡の類は、

その子どもたちにとってはなはだ歌唱困難ということに

なる。（中略）どこの園に行っても、童謡のピアノ伴奏を

下げて弾いてやると彼らが一段と上手に生き生きと歌う

ことを、しばしば体験しているJ1) 

この引用は、 1977 年の朝日新聞夕刊に連載していた内

容の一部夜、そうだ。連載当初は反響がなかっ？とが、この

本が刊行された一年前に週刊誌で取り上げられたという。

これはこの時期に、子どもの声の低音化は気になる話題

として認識され始めたこ左と関係があるのではないかと

服部はいう。本書が公刊された99年は、例の有名なヒッ

トソング「だんご三兄弟」 2）がヒットした年だからである。

「だんご三兄弟」は、軽快なタンゴ調のリズムで構成

されている楽曲である。加えて、服部が指摘するように、

戦前の童謡に比して音域が低く、低音化現象が起きてい
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る子どもにとっても歌いやすいものとなっている。「だん

ご三兄弟jのヒットの理由のひとつがここにあるのでは

ないかと服部は推測している。

では、なぜ、子どもの低音化現象が起きたのであろう

か。服部は子どもの低音化現象の背景には次のような要

因があると指摘する。それは第一に、生活環境の変化で

ある。昔は木造建築で、あった。そのため、地声を大きく

張らないと音の通りが悪い。そのため、地声をはるとい

う習慣ができ、必然的に高音を出す環境にあったという。

しかし、現在は鉄筋建築が主流であり、地声をはる必要

がなくなってきていることも遠因ではなし、かと服部はい

う。主た、子どもたちの遊びの質の変化もあげている。

子どもたちは戸外で、の遊びがめつきり減った。つまり、

大声で高い声を出す必要がなくなったことも関係してい

るのではないかと服部は分析している。

背景の第ニとして、テレビの影響について、女性アナ

ウンサーの低音化現象の例を挙げながら服部は指摘して

いる。女性の声といえば「甲高し、かわいい声jが象徴的

で、あった。しかし、事件性を帯びたニュースなどを報道

するアナウンサーには、女性の声を象徴する「甲高いか

わいい声Jの必要はなくなってきた。説得的にアナウン

スするためにはむしろ、邪魔となる。低音でのアナウン

スの方が説得的だがらである。

こうしたテレビから聞こえてくる声、つまり、社会の

要請に応じた声の変化と子どもの低音化現象は連動して

いるのではなし、かと服部は述べる。この主張をさらに後

押しする意見として、音声学の新美成二の論も服部は引

いている。新見は、「50年や60年の食生活の変化で、声帯

がのびて声が低くなったりはしない。それはどんな声を

出したいかという意識の心理的影響であって声帯の変化

とは無関係J3）と述べている。つまり、周囲の環境が高

い声をよしとする雰囲気にないので、子どもたちも低音

の魅力に取りつかれているのだという。

こうしてみると、人間の声は、単なる生物学的上にお

いて区分できるものではなく、私たちが生きる社会的文

脈の中で変容し続けるものであることが見えてくる。

2. 男声・女声の変化 ーヒット曲の分析からー

では、実際に男声・女声がどう変化してきたのか、さ

らに言えば男声・女声の好みがどう変化してきたのかを

みてみよう。ここでは、 1950 年から2010 年までのヒット

曲を対象に、男性歌手と女性歌手の声の変化について分

析する。

表1は、 1950 年から五年ごとのヒット曲上位10曲を抽

出し男性歌手と女性歌手に分類したものである針。考察

は、男性歌手、女性歌手の声の高さの変化を中心に行う

こととした。

(1）男性の声の変化低音重視から高音域へ

男性歌手の声の高さに関する大きな変化は、 1980 年前

後に見られる。この頃を境に高音域を強調した歌が注目
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されるようになる。 1950 年から1960 年代には、「低音の魅

力」と言われる深い響きのある低い声で歌う男性歌手が

ヒット曲を生み出していた。たとえば、フランク永井や

菅原洋ーは、その典型である。志摩ちなみとのデ、ユエツ

ト曲「赤いグラスj を歌ったアイ・ジョージも太くて幅

のある声である。この当時、何人かの俳優もヒット曲を

出した。その中でも、赤木圭一郎の声は特に低く、どち

らかといえば粗さを伴った男性的な声であった。赤木は、

当時、人気俳優であったことからも、彼のファンは低音

に象徴されるような男らしさに魅力を感じていたと考え

られる。このように1950 年代から1960 年代は、低音域で

歌う男性歌手が支持され、ヒット曲を生み出していたの

である。

1950 年代から1960 年には、もちろん高音域を巧みに表

現する男性歌手もいた。たとえば、民謡の歌唱法を用い

た三橋美智也や戦後から国民的な支持をえた藤山一郎な

どをあげることができる。この当時の男性歌手は、高音

域を民謡、あるいは声楽の発声法の要素を用いながら高

音域を表現していたと言うことができる。これらの歌手

は、幅広い音域をムラのない声でうたっていたのが特徴

である。こうした歌手が活躍したものの、やはり50年代、

60年代は低音で歌う歌手の時代であったと位置づけるこ

とができょう。

70年代初めのグループ。サウンズから1975 年にかけて、

男性の声に次第に変化が現れるようになる。布施明の「シ

クラメンのかほり」、沢田研二の「時の過ぎゆくままにJ

の中には、高音域で歌われる部分が多い。高音域で構成

されるメロディは、それぞれの曲を印象付ける芦の見せ

場のような役割を果たしていた。 1980 年の男性歌手をみ

ると、高音域のメロディが強調される傾向はさらに強く

なる。つまり、高音域を歌う男性歌手の歌唱力が聴衆を

ひきるける要素のひとつになったのである。その顕著な

例が、クリスタルキングの「大都会」である。

1980 年のヒット曲もうひとつ注目したいのはオフコー

スの曲である。「大都会jが、高音域を強調しつつも、全

体として男性らしい声で表現された曲であるのに対して、

「さよならjを歌うオフコースの声には、男性らしさが

強調されていなし、。サピの高音域のメロディをオフコー

スの小田和正は、落ち着きのある柔らかい声で歌う。オ

フコースの曲がヒットした時期から、優しく柔らかい声

で歌う男性歌手も次第に注目を集めていくようになった

と考えることができる。

さらに1985 年以降の男性歌手のヒット曲を見てみよう。

1985 年のチェッカーズ、 1995 年のMr. Children 、1990 年

と、 2000 年にヒット曲を生んだサザンオールスターズの

曲はサビの部分が比較的高い音域で構成されている。し

かし、これらの男性歌手の声は、ハリのある声、あるい

はややかすれた声であり男性らしさがある。他方で、安

全地帯、米米CLUB 、スピッツ、牧原敬之などは、高音

域を用いるだけでなく、やわらかく優しい声で歌うのが
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表1 1950 年から2010 年までの5年ごとのヒット曲

歌手 曲自 1985 年（女性歌手）
l世50年｛女牧歌手）
山口淑千 llZ 来香

英明ひ仁王り 越後主導IのUfl/ 東京キッド

宇森明菜 ミ・アモーレ／飾りじゃないのよ涙は／釧BBEIGE 

1J~本明子 恋におちて

渡辺はま手 桑経（サンプランンスコ｝のチャイナタウン 栓田聖子 天伎のウインク

笠間シズ了 賀L物アギ 19お年（男性歌手：
19;oi1 ，収7性歌手）

伊藤良雄 熊祭（イヨマンチ）の夜

小畑実 ）／，影の小径／あきみの歌

チェアカーズ ジュリアと傷心／あの娘とスキャンダ!YI 健たちのロカピり』ナイト

C-C B ロマンティックが止まら在い

1955 年｛女性歌干） 安全地帯 悲しみにさようなら

中村メイコ 国舎のパス？ 19鉛年（女性繁手）
長雫ひ：：（＂ 娘書誌1ずさん
仏frf代子 りんどう峠

お；／ド二章子 南［＇11:1 主を後；ごして

B.B. クイ｝ンズ おどるポンボコリン

LINDBERG 今すぐKiss 詰e

宮城正りf ガw ドトの靴みがき プりンセス・nンセスOH YEAH! 

エド邦枝 カスパの女 中森明菜 Dear Friend 
菅原都々 子 JIがとっても脊いから
i宮55年｛男性歌手）
7橋主将位 おんな船頭峻／烏の船歌

工藤静香 くちびるから緒薬

ダイアナ・ 2ス If官EHold on TogethPr 

/di 九郎 割iれの本杉 19幼年（男性歌手）

1960 ザ（主性歌手） 未来CLU] 浪漫飛行
松尾利子 誰よ幻ti. ：を愛一； （和問弘とマヒナスタースとめずュエット絢）

西国佐知子 アカンアの簡が止む時

轟山加代子 メロンの気持ち

たま さよなら人類

THE BLCE HE! ぜrs 情熱の蓄積

長＂）：ひii市 哀意波止場 サザンオールスターズ 真夏の果実

1960 年（男性歌手） i的3年（女性歌手）
小林Ill ズンドコ涼

本本tUil 霧［1!/J；俺を1•￥んとL 、る

.f11 行i弘 誰よりも君を：Ji<t （松尾和子とのデz工、ノk均）

DW1MS C樹ETRCE LOVE  LOVE LOVE 

新LIT 孔ELOIER Hello, Again ～昔からある場所

指年長 あれが併のl！だ 縄本真夜 T JRROI 
ダニー飯fll とパラダイ

本教ftタイミング
スキング

フランク生井 東7主力チ｝ト

1£95 年（男性歌手）

H j吐ngle 官ith t 習慣WAR TNIGHT ～時には起こせよム｝プメント

三橋実智弘 達者でな 福山雅治 HE！よ0
197011, （立性歌手） ¥!r. Children ンーソーゲ｝ム～勇散な恋の歌
議Ir £子の事i主主ひらく／女のプ／レ｝ス
111 起さおり 手書t

桑霞圭祐＆批Children 奇跡の地球

ヨザ~·j 霊lま傷つきゃオく（ヒデとロザンナ肝デ 工ツト州j スピッ、y 口ピンYン

滋ゅう子 京都のif. B' z 凶VE F倣＞！TOM
1970 寺（男性歌手） 2((0 年（女性歌手）
皆川おさむ ；），＼ネコのグンゴ

ザ・ドFフターズ ドヲ7のズンドコ賛i
宇多田ヒカル ねit必開～Pスク

勾il!ll!I 下とク－1レフア 逢わずに愛e,-c
イブ
ヒ弓4 愛l土傷つきゃす＜ (tデとロザンナのデュエット曲）
tr1 点洋 今じでお別れ

倉木麻衣 Love, Day .ifter To酌rr師

浜崎あゆみ SEA30~ 

モーニング娘 恋のダンスすイト

1975 年｛主性歌手） プァ干モエ ちょこつとしD児

さくら BB和枯れすLき（さくらと一郎のデュヱァト曲｝ 2000 年（男性歌手）
1JJj 恭千 想い出まくら

岩鯖9.i: 英 ロマンス

山11 Fil~： 冬の色

サザンオールスタ』ズ TS UNA 地I

福山雅治 際夜

1915 司（男性歌手） SMAP ；六、おんハ｝ト

自己 矧I和枯れす〉き fさくらと日郎のデコ工ソ人出） B’z 今夜月の見える丘1:
布自主市j ンクラメンのみ：ll~ 

L’Arc ～enヘ-Ciel J巡amIVERSE 
沢開研二 時の過ぎゆくままに

ダウン・タウン・ブギ
避のヨーコ・ヨコハマ・ヨコ:Aカ

ウギ・パンド

感 22才の別h

20お年（女性歌手）

制tstarring 話路A
GLil!O 日時SSKY 

NAKASHI¥l:¥ 
細川たかし 心のこり

かまやっひろし 我が良きまよ

198 時： （女性歌手）

久保附早紀 異邦人

シルヴィア 四iれてら射さな人（11ス・インディオベどのデュエットdli)

同i日相修企即主岨C主h年E滋i恥d開閣思t軒 j
青春アミ｝ゴ

濁lk克 Four Di郎防1tions

ドアスタりスク～／ラプ・パレ｝ド

1!18011' （男性歌手） JiY& 邸ILE ~CREA話
もんた晶ブラザーズ ダ〉シング・オ←／νすイト

クロスタルキング 大都会
nKi Kids Anniversary 

シャネJレズ ランナウェイ z 侃A可

長淵開i ~·子 トラジ‘ハイジ ファンタスティボ

海援隊 譜る音楽 泌10年（女性歌手）
Ji木j}｝ちL おまえ土品ftij 

ロス・インディオス 別れても好きな人｛シノレヴィアとのゲュヱットi出）
オフコース さよなら

AKB48 Beginner ／ヘピーロ』デーションノポニ］テ吋レとシzシュ／干γンスの瀬番

2010 年（男性歌手）

Ill 原俊彦 哀愁でいと 麗 Trouble闘ker／量叩ster／果てしなしだ空IL~ve Rainbow/De 拡 3即w:to be free 

-101-



男声・女声の噌好に関する歴史的分析一声をめぐるジェンダー的視点と学校音楽教育一

特徴である。こうしてみると、 1980 年代ごろからの男性

歌手が歌う曲の音域は高くなる傾向が明らであり、尾崎

紀世彦のように張りのある声で高音域を男性らしく歌う

歌手がいる一方で、優しさを強調した高音で歌う男性歌

手も目立つようになってきたということができる。

(2）女性の声の変化一女らしさからの解放へ

1950 年、 1955 年、 1960 年にヒット曲を生み出した女性

歌手の多くは、裏声で高音域をうたっていたのが特徴的

である。この頃の女性歌手の戸は、いずれも細く甲高い。

たとえば、「アカシヤの雨が止む時」の中で西田佐知子は、

高音域は女性らしく艶のある声で、低音域はかすれた声

で歌った。「愛して愛して愛しちゃったのよ」の田代美代

子の声は、甘く高い声を使い歌調に描かれた内容を女性

的に表現していた。田代の声は、高音でか細く甲高い声

である。

1970 年になると女性の声に落着きや暗さ、低さといっ

た要素が加わるようになってくる。藤圭子の声は、高音

域や細し、声を強調することはない。また1967 年に「世界

は三人のために」でデビューをした相良直美は、典型的

な低音歌手である。同様に、 1974 年にヒットした「二人

でお酒を」を歌った梓みちょは、細し、芦や高音で歌う女

性らしい歌い方とは異なり、どちらかと言えば中・低音

を使った男性的な声である。「京都の恋jを歌った渚ゅう

子のような、典型的な女性らしい高音を得意とする歌手

にも引き続き人気はあったが、しかし、全体的にみるな

らば、 1970 年前後になると女性歌手が低音域を強調した

り、カルメン・マキのような暗さや、男性的なイメージ

をもっ歌手が増えていったということができる。

この時代のもう一つの特徴は、 1975 年は、「昭和枯れす

すきJ(1975 年）のさくらや小坂恭子、八神純子など高音

域を美しく歌う歌手や、岩崎宏美のような歌唱力や表現

力の高い女性歌手の登場である。 1980 年には、久保田早

紀の「異邦人」がヒットする。これらの歌手は、いずれ

も高音を得意とするが、戦後初期の女性歌手のように女

性らしさを強調した甲高い声ではなく、高音域を歌唱力

の表現のーっとして用いる女性歌手だと言うことができ

ょう。さらに八代亜紀のように、いわゆるかすれ声にカ

テゴリ化できるような歌手が集めるようになったのも70

年代以降の特徴だと言うことができる。

1985 年頃には、松田聖子のような中から高音域をやや

甘い声で歌う女性歌手や、中森明菜のような低音域を歌

う女性歌手に人気が集まることとなる。松田聖子と中森

明菜は、当時のアイドルで、あったが、聴衆に印象付ける

音域がそれぞれ高音域と低音域というように異なってい

た。中森明菜は山口百恵のように、中から低音域を落ち

着いた声で歌うことが魅力の一つであった。このように

女性アイドルが必ずしも高音域を歌うわけではないとい

うことが山口百恵、中森明菜によって認識されていった

といえよう。こうしてみると、上にも述べたが70年代以

降、女’性歌手の声は多様になってきたと分析することが

できる。

1990 年になると女性歌手の歌い方には大きな変化が現

れる。その理由として考えられるのが、女性歌手がロッ

クバンドのボーカルとなったことや、 R&B やソウノレと

いったジャンルの音楽を女性歌手が歌うようになり、そ

れが次第に人気を得ることになったことである。たとえ

ば、 1990 年のリンドパーグのボーカノレ渡瀬マキは、ロッ

ク調の曲を一本調子で少年のように歌った。プリンセ

ス・プリンセスのボーカル奥居香は、ややかすれ気味の

地声で高音域を歌う。その声は、柔らかくか細く甲高い

というような印象ではない。

2000 年代に入って、さらに女性の声は変化する。たと

えば、宇多田ヒカノレに代表されるR&B のような歌い方

である。この歌い方や発声は、米国のソウル歌手アレサ・

フランクリンやイギリスのシャーデーに関連付けられる。

高音域のメロディを歌うときも、裏声を使うというより

は、地声を張り上げるような歌い方である。ロックやR

&B といった従来、男性中心の音楽文化に女性歌手が参

入しはじめたのが1990 年代になってきてからである。現

在では、 AKB48 のようなアイドルの女性歌手や、力強く

ロックやR&B のリズムやメロディを地声で高音域を張

り上げてうたう女性歌手もいる。1950 年代と比較すると、

女性歌手の芦の高さと音色、歌い方は多様化しているの

である。

こうして整理してみると、まず、男性、女性歌手を間

わず、ジャンルや声質等々において多様化していること

がわかる。そして多様化の中で、女性歌手については、

低音化が進んでいることがわかる。歌手で言えば、佐良

直美、梓みちよ、ちあきなおみ、八代亜紀、中島みゆき、

松任谷由実などがそれにあたる。そして、こうした現象

は、 70年代以降に次第に顕著になっていった同時に読み

とることができる。

一方の男性歌手においては、 50年代から60年代にかけ

ての低音歌手噌好が、 70午代のグ、ループサウンズブーム

をもきっかけにしながら徐々に変化し、次第に高音化が

進むことになったと考えることができる。それは、とく

に正統派ポップスグ、ループに顕著であり、 70年代後半か

ら80年代半ばにかけて小田和正、橿原敬之に代表される

形で進行していったということができる。

3. 女声低音化の背景

( 1 ）現象としての女性の社会参加

わが国において、女性の地位向上、社会参加に多くの

関心が集まるようになったのは、やはり70年代に入って

からであろう。 70年代になると、各地でいわゆるウーマ

ン・リブ運動が見られるようになる。世界で広がったこ

うした運動を背景に、 1972 年の国連総会において、国際

婦人年の設定が決議されることになる。80年代に入ると、

女性差別の撤廃を求める「女子に対するあらゆる形態の

差別の撤廃に関する条約Jが発効した。差別の撤廃は、
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言うまでもなく雇用の分野にも及ぶこととなる。 1972 年

の「勤労婦人福祉法jは、 85年には「雇用の分野におけ

る男女の均等な機会及び待遇の確保等女子労働者の福祉

の増進に関する法律」となり、さらに97年にはいわゆる

「男女雇用機会均等法Jという形に変わることとなった。

こうした中で、女院の就業意識も徐々に変化を見るよ

うになり、女性の社会参加が進んでいくこととなる。社

会参加は結果として女性の結婚年齢を引き上げることに

もなっていく。厚生労働省統計情報部の「人口動態統計I

によれば、女性の結婚年齢は1950 年に23.0 歳、 1970 年に

24.2 歳、 1990 年には25.9 歳、 2010 年に28.8 歳というよう

に次第にあがっていったことがわかる5）。

もちろん、こうした女性の社会参加の実態は、その本

来の姿とは実質的にはほど遠いのが現状である。しかし、

女性が社会参加するとしづ現象は、 70年代までに比べる

と多くの人々の聞に意識されるようになっていったので

ある。この項のタイトルを「現象としての」としたのは

そうした意味からである。

さらに1999 年には、男女共同参画基本法が制定される。

男女がその人権を互いに尊重しつつ、それぞれの能力を

十全に発揮できる社会をめざすとしたこの法律は、それ

までにも取り組まれてきた学校における男女の人権を尊

重する教育やジェンダー教育のいっそうの推進を生み出

してきた。

女性の社会参加やそうした教育の推進によって、女性

の役割固定や伝統的な女性らしさの否定は徐々にではあ

るが進行してきたと言わなければならない。こうした一

連の動きは、戦後初期の女性らしい高い声をよしとする

女性の声の変化の大きな背景のひとつとして考えること

ができる。

( 2）文化としての女性の演出

いわゆる女性らしさ、かわいらしさといった言葉の影

響力が少なくなるにつれて、ひとつには、「知的な女性」

「知的に見える女性」といった言葉に価値が移っていく

ことになる。そうした女性の知的演出と女声の低音化は

無関係ではなかろう。たとえば、ある面接関係の文献に

は、「『過剰な大声』、『過剰な甲高い声』で話すと頭が悪

そうに見えるJ6) ft. l:!_ ＇土記されている。

またたとえば、つぎのような記述もよく見られる。

f最近の女性アナの声も低くなっている。国際政治や

凶悪犯罪のニュースも報道しなければならないのだから

『女性はかわいい声Jなどという時代ではなくなった。
（中略）先ほどの女性アナの芦が低くなってきたという

ことが、アナウンサーとしづ仕事とは係わりなく一般の

大人の若い女性にも当てはまることになってきている。

すでにアメリカでは女声は限りなく男声に近づきつつあ

ると言われている。アメリカ英語は男女の性区別が少な

いといわれる言葉であるが、それでも若い人の間で使わ

れる女言葉と男言葉の差はある。それが近頃では女言葉

が急速に男言葉化していると言われる。この傾向は日本

にも入ってきている。衣服のユニセックス化と同じよう

に男女音声のユニセックス化も、もうかなり進んで、いる

と考えてもし＼1_,¥j 7) 

「アメリカなどのニュース番組を見ると、ニュースキ

ャスターの声、特に女性アナウンサーの声はどんどん低

くなっている傾向にあります。同本でも、高い声で明る

く話すキャスターより、低い声の方が増えているように

感じています。一般的に、知的な要素と説得力を持って

人前で話しをするときには、低い声の方が好まれるとも

言われています。個人で話すときは、少し高めの声の方

がチャーミングで好感度も高いように思えますが、プレ

ゼンや講演など、人前で話すときは、音域のモードを変

えてみるとよいのではないで、しょうかJ8) 

ところで、伝統的な女性らしさの否定は、また一方で

は、女性の男性化演出を生むことになる。身近なところ

では、若い女性が男性に「おまえJrてめぇ」「ー・じゃね
えんだよ」といった話し方をしたり、また、女性のうた

う歌の歌調の一人称が「ボクJになったりするのはよく

みられるところである。

いわゆる歌謡曲の世界でも、こうした現象は70年代後

半から見られるようになる。たとえば、 78年の「プレイ

パック Part2 」（山口百恵）では、男性に従属する女性と

いうそれまでの一般像ではなく、男性と同等にわたり合

う女性像が歌われている。伝統的な歌謡曲とくに演歌と

いわれるジャンルにおける女性像は、男性のために自ら

別れる女性といったような男性に従属する女性像が一般

的であった。

こうした女性像が徐々に壊れていくのが、まさに70年

代後半からである。前項でみたように低音でうたう女性

歌手が増えたり、またハリのある歌声でうたう女性歌手

が増えていったり、さまざまに女性の声が多様化してい

ったことは、女性の社会参加と同時に、こうした文化と

しての女性の演出と関係していると言わざるをえない。

4. 男声高音化の文化

( 1) アイドソレグループと高音｛じ

終戦から50年代の前半にかけて活躍した男性歌手とし

ては、先に述べたように藤山一郎、岡本敦郎、岡晴夫、

三浦洗ーといった歌手があげられる。たとえば、藤山一

郎は、声楽の専門的な教育を受けた経験のある歌手であ

る。おおむね、戦後初期の男性歌手は、音域的にも中庸

で、正統的な歌手で、あったということができょう。

先にも述べたが、その後、 50年代後半から60年代にか

けての特徴的な歌手は、たとえばフランク永井、水原ひ

ろし、菅原洋ーといった人たちである。「低音の魅力jと

いった言葉が踊り、いわゆる「男らしさ」に関心が集ま

った時代がこの当時だと言うことができる。

同じ60年代には、橋幸夫や舟木一夫、西城秀樹といっ

た「御三家Jがデ、ビューし、歌謡曲の世界は、アイドノレ

路線に次第に舵をきっていくことになる。こうした動き
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が本格化したのは、 80年代からのアイドルグループの登

場であろう。シブがき隊（82年）、少年隊（85年）、光GENJI

(87 年）、男闘呼組（88年）とし、ったように次々にアイド

ルグループが議場することとなる。この男性アイド、ルグ、

ノレーフ。が、ひとつには男声の高音化にかかわっていると

私たちは考えている。

もともと男性アイドノレグループ。が対象にしていたのは、

基本的にティーンエイジャーの女性であった。アイドノレ

グ、ループはもちろん複数で構成されており、その中の誰

かに自分の好みの男性タイプを見いだせるようなしかけ

になっていると言ってよい。彼らは歌だけを聞かせるの

ではなく、全体のパフォーマンスでステージを構成する。

したがって、歌にはさほど専門的な力量は要請されるこ

とはなく、いわば「ふつう」の芦でうたう。しかも、そ

の声は比較的高音域である。

対象がティーンエイジャーの女性ということになれば、

男性らしさよりむしろ中性的なイメージが必要になる。

成熟した男性は彼女らの対象とはなりにくい。彼らが高

音でうたうのは、こうしたイメージとも関連していると

考えなければならない。また、一般的に言っても、若い

というイメージと低音というイメージは重なりにくい。

( 2）中性化の現象

前項でみたように、 70年代以降、次第に男性らしさ、

女性らしさといった三分法は次第に姿を消していくこと

になる。それはいわゆる「男性らしさJへの関心が薄れ

ていくことを意味する。こうした中で、男声の象徴とし

ても位置づけられていた60年代初めの「低音jへの関心

が薄れていったのはむしろ当然でもあった。

また、 60年代後半から70年代はじめにかけての歌謡曲

の多様化の中で、森進一、さだまさしといったそれまで、

とは少し変わった高音の歌手が活躍をはじめる。さらに、

後に述べるようなやさしさや清潔さへの関心の高まりの

中で、透明感をもった高音の歌手に人気が集主る上うに

なる。小田和正、岡本知高、槙原敬之、平井堅といった

歌手がそれである。

男声の特徴として、高音でうたうことと同時に、 90年

代以降、フアルセットを多用することがあげられる。こ

の方法によって、男声はより繊細にやさしく感じられる

ようになる。同時に、その音域はほぼ女声の音域と重な

ることにもなってくる。

男らしさ、男性らしさの崩壊後に現れたキーワードは

何だろうか。それはやはり「やさしさ」に他ならない。

戦後初期には考えられないことではあったが、男性にや

さしさが求められ、やさしさが女性からみた男性の評価

基準の中で大きな位置を占めることになっていったと私

たちは考えている。

もちろん、男声における多様化の中で、高音域を力強

く表現する男性歌手が人気を集め、尾崎紀世彦や矢沢永

吉といった歌手が活躍するといった状況も一方で、はあっ

たが、全体としてみれば、高音域を透明感をもって繊細

に歌う歌手が増えていくことになったと考えてもさほど

間違っていないであろう。こうした声は、まさにやさし

さの象徴となっているのである。

ところで、やや店突ではあるが日本人は清潔な国民だ

と言われることが多い。そのことの正否は置くとして、

わが国の戦後の歴史をたどる時、「清潔文化」 9）といって

よい文化が、とくに80年代以降、私たちの行動の規範と

なっていったとは言えないだろうか。

60年代の終わりから70年代にかけて、水洗トイレが

徐々に普及していく。 70年代になると腰掛式のトイレが

現れ、現在では水洗トイレの普及は総務省の統計によれ

ば90パーセントを超え、腰掛式のトイレは85パーセント

を超えるといわれる則。

こうした清潔指向は、 80年代になるとさらに加速して

し、く。 80年代後半には、口腔清涼剤のリステリンが発売

されるようになる。いわゆる「朝シャンJといった現象

が流行するようになったのは80年代後半である。朝食は

とらなくても、起床後シャンプーを必ずするといった「朝

シャン」現象は、清潔文化のいびつな典型にもなった。

体臭、体毛などのチェックは女性だけのものではなく

なり、男性化粧品の登場とあいまって、現在では男性に

も大きく広がりつつある。こうした清潔文化は、いわゆ

る中性化とも大きく関係しているといっても過言ではな

い。そして、このような現象が男声の高音化の背景にも

なっているのではなし、かと私たちは考えている。

男性らしさ、女性らしさといった二分法の崩壊は、性

差ではなく、一人の人間としてお互いを認識しあうとい

った成熟した社会への第一歩となる重要な変化である。

しかし、そうした「らしさ」の崩壊は、その本来の意味

が間われることなく、いわゆる「中性化」といった現象

を生み出すことにとどまっていると言えば言い過ぎであ

ろうか。

おわりに
冒頭にも述べたが、男声の高音化、女声の低音化は、

あえて言えば「声のユニセックス化Jということにもな

る。とくに子どもたちのサブカルチャーや彼ら彼女らが

日常的に接しているJポップなどにこれは著しい現象で
あろう。クラシックの世界においては、当然のことなが

ら、ソプラノ、アルト、テノール、パスといった区分け

は存証しているし、そうした声による混声合唱は変わる

ことなく演奏されている。

そうではあるが、子どもたちにより近い世界では、あ

るいは、子どもたちの日常では、男声は高くうたい、女

芦は低くうたうといった事態は確実に進行しつつある。

言うまでもなく、そうした事態が子どもたちに自覚的に

とらえられているとは言い難い。

子どもの声や女性の芦の低音化、男性の声の高音化は、

子どもたちの世界に近いジャンルの音楽から教材を選択

しようとする際、それは一定の影響を与えざるをえない。
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こうした実践的な問題と同時に、声の変化の問題は、

音楽教育にとってひとつの提起を行うものだと考えるこ

とができる。それは、本論で展開したような男声、女声

をめぐる状況について、まず子どもたちが歴史や現状を

知り、その背景に意識的になることの重要性の提起とい

うことである。こうした提起をふまえて、伝統的な男声、

女声の区別はどのような意味をもつのかについて、一度

立ち止まって考えてみることが大切だと私たちは考えて

いる。

音楽コ芸術といったアプリオリな前提に立つことによ

って、音楽におけるジェンダーの問題や音楽と社会との

重要な関係については間われることはあまりない。しか

し、これからの音楽教育を考えていく上で、子どもたち

が音楽的パフォーマンスの能力と向上させ、音楽をたの

しむことと同時に、こうした「音楽をめぐる状況Jにつ

いて意識的になることが、成熟した音楽の担い手を育成

する上で重要となってくると言わなければならない。
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